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前提・背景
•急速な人口減少
年 総人口 純増減 自然増減 社会増減

2020 126,146,099

-643,809 -608,621 -35,188

2021 125,502,290

•外国人受け入れ政策の変化

Ø 1990年施行入管法
Ø 高度人材の積極的受け入れ
Ø 労働者は慎重に検討
Ø 技能実習生や日系人等の受け入れ，留学生の就
労等による「サイドドア政策」での労働者確保

Ø 2020年施行入管法
Ø 特定技能による労働者受け入れ
Ø 滞在期限なし，家族帯同可へ移行可能
Ø 関係閣僚会議による（ほぼ移民政策的な）外国
人受け入れ方針
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日本語教育（＝日本語・ことば）への注目
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人口減少
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外国人受け入れ

共生社会

日本語教育



日本語・日本語教育の必要性

2022/10/29 Copyright©2022 Uichi Kamiyoshi. 5

高い日本語能力が
安定就労の確率を
高めるとともに

賃金上昇効果がある
（永吉2021）

仕事で使える水準の
日本語能力が

安定就労の必要条件と
なっている
（樋口2019）

ここで言われている「日本語能力」をどう解釈して
日本語教育実践に落とし込んでいくのか



批判的アプローチ

協働的に構築された世界の不公正・不平等を必要に応じて変革していく
主体性を持った市民

ことば・コミュニケーションのとらえ方
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構築主義的アプローチ

ことばのやりとりを通じて協働的に意味や世界が構築されていく
相互行為と意味構築の参加者

伝達モデルアプローチ

伝えるべき事柄をツールとしての言語に乗せて
相手に渡す
送り手・受け手 佐藤編（2019）

佐藤他編（2018）など



教育の機能
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有能化
qualification

知識・技能・価値等の獲得

社会化
socialization

既存のやり方や考え方への
適応

主体化
subjectification

人々の解放と自由
それに伴う責任の認識

Biesta（2009）



教育の仕掛けとしての「越境的学習」
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一般的には
伝達モデルで有能化をめざす取り組みが日本語教育だと
理解されることが多い

ことば・コミュニケーション
批判的アプローチ

にっぽん多文化共生発信プロジェクトでは

教育
主体化



越境的学習とは

• なにかに熟達する学習ではなく、ものの見方や自分自身のあり方が
変わるプロセス（青山2015）

•熟達をめざす垂直的学習に対して、越境による学習を水平的学習と
言う（Engeström他1995）
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境界の特徴
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境界は固定的なものではなく実践の中で変容する

境界変容

複数の境界があちこちで生まれ交差する
同じ境界に対しても立場や視点で異なる意味が付与される

多重境界性

境界は問題をはらむが必要でもある

境界の根源的矛盾

境界は人間活動によって構成され人々の手によってつくり変えることができる

境界の構成と変容

香川（2015）



越境のタイプ
1. 学校から職場のような時間的横断
2. 仕事の目的を達成するために別の部署の関係者と連携するような
手段的横断

3. 異質なものが混じり合い新たな実践や価値を創造するハイブリダイ
ゼーション

本実践は
•越境により境界のあり方自体を変容させていく
•自分自身のあり方も変わる
• ことばを用いて働きかける

青山（2015），香川（2015）
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チーム

越境（1）「実践コミュニティ」形成

留学生
非
留学生

日本語
教育

専門
教育

大学 企業

履修登録ルールの変更

専門の異なる教員の協働

産学連携

留学生
非
留学生

日本語
教育

専門
教育

大学 企業

主体

対象

コミュニティ
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チーム

日本語の学生
映像ゼミの学生
メンター

越境（2）「取材」による境界変容（学内と学外）

生活介護
施設

日本語学校

外国人アー
ティスト支援
団体

子ども向け
WS実施団体

学内チーム
取材者
美大生

学外
協力者

取材
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学内チーム
（取材者）

学外協力者

越境（3）「イベント」による境界変容（企画者と参加者）

イベント
参加者

企画者

イベント企画・実施

参加者
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地域づくりと日本語教育
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教育の仕掛けとしての「越境的学習」

一般的には
伝達モデルで有能化をめざす取り組みが日本語教育だと
理解されることが多い

ことば・コミュニケーション
批判的アプローチ

地域づくりと日本語教育の考え方としては

教育
主体化

人のつながり
信頼関係
互酬性の感覚

社会関係資本



事例：みんなで多文化交流 in 大島

•子どもお絵描きワークショップ（江東区ジュニアリーダー，多様な背景
の子どもたち，引率の親の交流）
• スポーツ体験（少年野球チームとクリケット）
• カヌー体験（カヌークラブと外国人）
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本研究は，
科研費2 1 K 0 0 6 3 2

武蔵野大学しあわせ研究所しあわせ研究費
の助成を受けている
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